
〆

源
氏
物
語
古
注
の
「
遊
仙
窟
」
．
訓
 
⇔

平

井

秀

丈

 
標
題
に
つ
い
て
、
本
誌
第
十
二
号
に
続
稿
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「

用
い
た
注
記
の
説
明
は
、
そ
の
ま
ま
本
稿
に
も
適
用
す
る
。

〇九八七六
河
海
三
一
そ
の
二

源
氏
物
語
古
［
註
に
つ
い
て

仙
源
抄
一
再
説

千
鳥
抄

類
字
源
語
紗

六

そ
れ
に

〈
濡
標
V

 
み
や
ひ
か
に
て

 
 
 
ミ
ヤ
 
 
ヒ
カ

 
 
 
膣
膳
堪
湘
頴

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注

 
こ
の
音
読
ま
た
訓
に
づ
い
て
も
、
前
稿
し
た
が
、
原
訓
は
諸
本
を
通
じ
て
、

「
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ
、
フ
ク
ヤ
カ
ナ
リ
、
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
」
ど
通
訓
す
る
。
 
「
ミ

ヤ
ヒ
カ
」
の
訓
は
見
え
な
い
。
〈
早
蕨
〉
の
条
に
も
、
全
く
こ
こ
と
同
じ
も
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ツ
ト
ツ

が
重
出
す
る
。
刊
本
は
、
．
「
手
子
ノ
タ
ナ
ス
へ
照
脂
ト
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ
、
ニ
コ

ヤ
カ
ナ
リ
」
と
訓
ず
る
。
一

 
源
氏
物
語
古
注
の
「
遊
仙
窟
」
訓
O
、

〈
絵
合
V

 
ふ
て
と
る
み
ち
と
こ
う
つ
こ
と
、
こ
そ
あ
や
し
く
偉
し
み
の
ほ
と
み
ゆ
る
を

 
ふ
か
き
ら
う
な
く
み
ゆ
る
お
れ
物
も
 
 
'
 
・
 
 
 
 
 
“
・

 
 
 
遊
仙
窟
云
囲
碁
出
於
智
慧

標
出
文
に
見
え
る
と
お
り
の
意
と
訓
と
は
な
い
が
、
原
文
に
は

 
 
コ
ウ
 
ツ
ハ
 
タ
リ
 
 
 
 
 
 
ヨ
り

 
 
囲
．
碁
 
出
二
於
智
 
恵
一

真
福
寺
本
の
訓
読
に
よ
る
と
、

 
 
コ
ウ
ツ
コ
ト
 
 
 
モ
ノ
シ
リ
サ
ト
キ

 
 
囲
碁
は
知
慧
 
 
に
出
た
り

ど
あ
る
。
「
慧
」
と
「
恵
」
と
、
諸
本
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
な
お
、
前
稿
「
壕

嚢
抄
」
に
も
、
こ
れ
が
見
え
る
。

〈
常
夏
V

 
へ
に
と
い
ふ
耀
い
と
あ
か
ち
か
に
か
い
つ
け
て

 
 
 
 
 
 
 
 
メ
ン
シ
ノ
カ
ボ
ツ
キ
シ
ン
セ
ン
ト
ヘ
ニ
ア
カ
ニ
シ
テ

 
 
 
粉
白
氏
文
集
面
子
荏
薄
 
遊
仙
窟

こ
の
訓
は
、
明
ら
か
に
誤
っ
て
い
る
。
誤
写
に
も
と
づ
い
て
、
さ
ら
に
そ
れ
か
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ら
誤
っ
た
類
推
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
該
当
す
る
原
文
は

 
 
ト
テ
レ
ル
ト
キ
ハ
 
ノ
 

ト
ル
ハ
ジ
カ
ハ
ウ
ケ
ナ
ン
コ
ト
ヲ

 
 
 
輝
輝
面
子
、
荏
蒋
畏
二
弾
一
一
。

 
 
 
 
テ
レ
ル
カ
ホ
 
ツ
キ
 
へ
・
ヤ
カ
ニ
シ
テ
 
 
ツ
ラ
ソ
ハ
ウ
ケ
ナ
ン
コ
ト
ヲ

と
あ
る
も
の
で
、
「
荏
菖
」
の
訓
表
記
は
、
醍
醐
寺
本
陽
明
文
庫
本
と
も
に
こ

れ
と
同
じ
で
あ
惹
が
、
真
福
寺
本
で
は
「
ヘ
エ
ヤ
カ
ニ
シ
て
」
と
表
記
す
る
。

「
へ
・
」
と
「
ヘ
エ
」
と
は
、
明
ら
か
に
転
呼
音
の
表
記
の
違
い
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
「
ヘ
エ
」
を
「
へ
一
こ
と
誤
認
ま
た
は
誤
写
し
た
も
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
仮
名
字
体
の
類
似
か
ら
「
ヤ
カ
」
を
「
ア
カ
」
と
読
ん
で
、
こ
こ

に
「
べ
一
こ
と
「
あ
か
ら
か
に
」
と
い
う
標
出
文
と
関
係
づ
け
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
遊
仙
窟
訓
の
援
用
は
全
く
無
用
の
も
の
で
、
白
氏
文
集
の
「
粉
」
だ
け
で

よ
い
。
前
稿
「
塵
袋
」
忙
も
、
こ
の
語
訓
に
つ
い
て
述
べ
た
。

〈
御
幸
〉

 
い
と
は
ら
あ
し
け
に
ま
し
り
，
ひ
き
あ
げ
た
り

 
 
 
 
 
ハ
ラ
タ
チ
ヌ

 
 
 
洋
瞑
 
 
遊
仙
窟

こ
の
当
今
、
諸
本
に
種
々
で
あ
る
が
、
 
「
瞑
」
だ
け
に
つ
い
て
い
え
ば
、
 
「
ハ

ラ
タ
チ
、
イ
カ
リ
」
の
両
訓
が
通
訓
と
い
う
べ
く
、
こ
れ
も
、
前
稿
に
説
く
。

〈
側
柱
V

 
・
い
と
さ
～
や
か
な
る
人
の

 
 
 
サ
 
 
ヘ
 
ヤ
 
カ

 
 
 
細
 
々
 
許
遊
仙
窟
 
少
 
々
 
狭

 
 
 
セ
イ
 
く
 
キ
ョ

す
で
に
く
帯
木
V
の
条
に
あ
り
、
〈
橋
姫
V
に
も
重
出
す
る
。
こ
の
文
選
読

の
音
読
は
、
「
サ
イ
く
キ
ヨ
」
が
通
例
で
あ
る
の
を
、
と
く
に
呉
音
に
読
ん

だ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
片
仮
名
字
体
の
類
似
か
ら
、
「
サ
」
を

「
セ
」
と
誤
認
し
た
ま
ま
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

 
既
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
「
細
々
許
」
の
語
訓
は
諸
文
献
に
援
用
せ
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
仙
源
抄
に
も
見
え
、
再
説
す
る
。

 
・
な
か
め
す
る
軒
の
雫
に
袖
ぬ
れ
て
う
だ
か
た
人
を
し
の
は
さ
ら
め
や

 
 
 
ウ
タ
 
 
カ
タ

 
 
 
未
必
遊
仙
窟

 
 
 
或
ウ
ツ
タ
人

里
書
本
に
は
、
「
遊
仙
窟
」
の
注
記
は
欠
け
て
い
る
が
、
「
ウ
ツ
タ
へ
」
と
あ

る
は
正
し
い
。
こ
こ
は
、
片
仮
名
字
形
と
の
類
似
か
ら
漢
字
「
人
」
に
誤
っ
て

い
る
。
 
「
ウ
脂
玉
タ
モ
、
ウ
ツ
タ
へ
一
こ
が
、
諸
本
の
通
訓
で
あ
る
。

〈
藤
裏
葉
〉

 
う
ら
め
し
け
に
そ
お
ほ
し
た
る
や

 
 
 
愴
恨
ウ
ラ
メ
シ
ウ
シ
テ
遊
仙
窟
，

原
文
は
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
し
ニ
ト
 
ニ
モ

 
 
 
既
恨
二
回
忌
暗
援
一
。

 
 
 
 
 
イ
タ
ミ
ウ
ラ
ム

と
あ
る
に
該
当
す
る
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
は
訓
が
異
な
り
、
ま
た
文
字
も
異

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ウ
コ
ム

な
る
。
他
の
諸
写
本
で
は
、
本
抄
と
同
じ
く
「
愴
恨
」
と
あ
り
、
そ
の
文
選
読

の
通
訓
は
、
「
イ
タ
ミ
ウ
ラ
ム
」
。
陽
明
文
庫
本
で
は
「
カ
シ
ラ
カ
キ
、
ウ
ラ

メ
シ
」
の
訓
を
記
し
て
い
る
。

〈
若
菜
下
V

 
 
・
え
い
な
ひ
は
て
㌧
 
 
辞
イ
ナ
フ
遊
仙
窟

原
典
に
、
「
辞
」
は
併
読
せ
ら
れ
て
い
て

 
 
 
イ
ナ
ヒ
ン
ヤ
 
 
ヲ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ

、
 
 
辞
レ
 
労

 
 
 
i
セ
ン
ヤ
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．
と
あ
る
。
「
シ
セ
ン
・
ヤ
、
イ
ナ
ヒ
ン
ヤ
」
を
併
記
し
て
い
る
の
は
醍
醐
寺
本
で
、

刊
本
と
同
じ
で
あ
り
、
真
福
寺
本
と
陽
明
文
庫
本
と
は
「
イ
ナ
ヒ
ン
ヤ
」
の
訓

読
だ
け
で
あ
る
。
古
来
、
「
イ
ナ
フ
、
辞
ス
」
の
両
様
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
ろ
う
。

 
・
い
さ
＼
か
ま
と
ろ
む
と
も
な
き
ゆ
め
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ
ナ
カ
ラ

 
 
 
睡
マ
ト
・
ム
遊
仙
窟
坐

 
・
人
の
御
涙
を
さ
へ
の
こ
ふ
袖
は
い
と
〉
つ
ゆ
け
さ
の
み
ま
さ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
モ
テ
 
 
 
ノ
 
 
ナ
タ
ヘ
テ
 
 
 
 
 
ニ
 
 
 
 
 
ヲ

 
 
 
下
官
乃
将
衣
袖
与
娘
子
一
拭
涙
遊
仙
窟

こ
の
二
条
、
連
続
し
て
標
出
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
こ
こ
に
示
す
と
お
り
で
あ

る
。

 
前
条
に
つ
い
て
い
う
と
、
原
文
に
は
、

 
 
シ
ハ
ラ
ク
ァ
テ
 
 
 
イ
ナ
カ
ラ
マ
ト
ロ
ン
テ
 
 
 
 
ニ
 
 
ツ
 
 
 
 
ヲ

 
 
少
時
．
坐
睡
。
則
夢
見
二
十
三
一
。

 
 
シ
ハ
ラ
ク
ア
ル
ト
キ
ニ

と
あ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
坐
」
に
は
出
典
の
注
記
は
見
え
な
い
が
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ

「
睡
」
に
つ
づ
い
て
「
坐
」
を
あ
げ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
こ
の
原
文
に
よ

っ
た
も
の
と
い
う
べ
く
、
「
遊
仙
窟
」
注
記
の
脱
し
た
も
の
と
断
じ
て
よ
い
、

訓
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
イ
ナ
カ
ラ
マ
ト
ロ
ム
」
が
、
諸
本
の
通
訓
。

 
後
条
に
つ
い
て
。
返
点
は
ほ
と
ん
ど
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
全
書
本
に
は
記

さ
れ
て
い
る
一
つ
原
典
で
は
 
 
 
 
 
'

 
 
 
 
 
 
 
チ
モ
テ
 
ノ
ヲ
 
ニ
 

ト
フ
ヲ

 
 
下
 
官
 
乃
・
将
二
衣
 
袖
一
、
與
二
娘
 
子
一
三
レ
涙
。

と
見
え
ち
。
標
出
文
に
は
、
対
象
と
す
る
訓
読
は
そ
の
ま
ま
に
は
な
い
が
、

源
氏
物
語
古
注
の
「
遊
仙
窟
」
訓
口

 
「
涙
ヲ
拭
フ
」
の
訓
読
文
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
 
「
与
」
の
訓
、
本
馬
で

・
は
「
ア
タ
ヘ
テ
」
と
あ
る
が
、
刊
本
は
そ
の
送
り
仮
名
よ
り
し
て
「
と
も
一
こ

と
読
む
べ
き
は
、
醍
醐
寺
本
に
そ
の
訓
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
か
で
あ
る
。
陽

明
文
庫
本
で
は
「
拭
」
に
「
ノ
コ
フ
」
の
訓
を
明
記
す
る
。

〈
柏
木
〉

 
ま
な
こ
ゐ
「

 
 
眼
子
遊
仙
窟
 
又
肝
腰
 
横
波
・
眼
尾
な
と
か
け
り

付
訓
は
示
し
て
い
な
い
が
、
「
眼
子
」
は
原
訓
「
マ
ナ
コ
、
マ
ナ
コ
ツ
キ
、

ナ
コ
ヰ
」
な
ど
の
諸
司
が
あ
る
。
説
呪
の
文
は
、
原
典
に

 
 
 
 
．
ト
 
レ
ル
、
 
バ
カ
ヘ
リ
テ
セ
リ
マ
ナ
シ
リ
ヲ

 
 
三
三
…
横
 
波
、
翻
 
 
成
二
 
眼
 
三
一
。

 
 
カ
ヘ
レ
ル

 
 
 
 
ノ
マ
ナ
コ
ツ
キ
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
ノ
ウ
ツ
ト
ツ
ト
コ
マ
ヤ
カ
ナ
リ

 
 
三
子
 
肝
膜
、
手
子
心
膳
の

 
 
 
 
ノ
マ
ナ
コ
 
 
サ
ハ
ヤ
カ
ニ
テ
 
タ
ナ
ス
ヘ
ハ
 
ト
ニ
コ
ヤ
カ
ナ
リ

と
あ
る
二
条
を
、
混
同
併
記
し
た
も
の
か
。

八
横
笛
〉

 
御
ま
へ
ち
か
き
ら
い
し
と
も
を

 
 
 
馨
子
 
又
禍
子
和
名
 
三
子
同
上
 
讐
日
雷
又
作
鑛
 
玉
盤
遊
仙
窟

出
典
注
記
は
あ
る
が
、
原
典
に
こ
の
語
例
は
な
い
。
た
だ
．

 
 
 
ハ
 
 
 
 
、
 
レ
イ
 
 
 
．
 
ア
リ

 
 
酒
則
玉
 
醒
環
漿
。

の
文
が
あ
り
、
「
醒
」
に
「
ラ
イ
」
音
が
あ
っ
て
、
同
音
ゆ
え
の
誤
認
か
。

〈
竹
河
〉

マ
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ヲ
ノ
コ
ト
モ
 
ヲ
ノ
コ
ト
モ

 
わ
か
き
を
の
こ
と
（
も
）
は
 
 
男
共
 
 
傍
人
遊
仙
窟

原
訓
は
文
選
読
で
、
「
傍
人
ノ
カ
タ
ハ
ラ
ノ
ヲ
ト
コ
ト
モ
」
と
あ
り
、
こ
れ
が

通
訓
の
よ
う
で
あ
る
。
陽
明
文
庫
本
だ
け
は
「
傍
人
ノ
ヲ
ノ
コ
ト
モ
」
と
あ
っ

て
、
こ
の
付
訓
と
通
ず
る
。
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

〈
橋
姫
V

 
さ
～
や
か
に
を
し
ま
き
あ
は
せ
た
る
ほ
く
と
も
の

 
 
 
サ
ヘ
ヤ
 
カ

 
 
 
細
々
許
遊
仙
窟
ほ
そ
く
ま
き
た
る
心
欺

こ
の
訓
読
語
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
述
べ
た
。

〈
早
蕨
V
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
璽

 
み
や
ひ
か
な
り

 
 
 
 
 
ミ
ヤ
ヒ
カ
ナ
リ

 
 
 
又
膣
稲
生
仙
窟

 
 
 
 
 
ヲ
ツ
ト
ツ

こ
れ
も
、
す
で
に
重
出
し
て
い
る
。
全
書
本
に
は
左
傍
の
音
読
が
見
え
な
い
。

〈
宿
木
＞
一
 
 
 
 
 
ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
ト
 
カ
ス

 
 
人
か
す
な
る
や
う
な
る
 
 
誤
判
遊
仙
窟

原
訓
「
ヒ
ト
カ
ス
」
が
「
人
流
」
の
通
訓
で
あ
る
が
、
真
福
寺
本
だ
け
は
「
ヒ

ト
ナ
ミ
」
に
作
る
。
原
文
は
「
恭
預
人
流
」
と
あ
る
と
こ
ろ
。

〈
東
屋
V

 
い
は
き
な
ら
ね
は

人
非
木
石
皆
有
情
自
氏
文
集
 
心
非
木
石
雌
仙
窟

 
全
書
本
に
は
、
返
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
〈
蜻
蛉
V
に
重
出
し
て
い
て
、
・
そ
の

 
条
の
説
明
に
ゆ
ず
る
。

 
〈
蜻
蛉
V

 
 
・
そ
ら
と
ふ
と
り
の
な
き
わ
た
る
に
為
も
よ
ほ
さ
れ
て

 
 
 
 
 
可
増
病
雀
半
夜
驚
人
薄
媚
狂
鶉
三
三
唱
暁
遊
仙
窟

 
訓
点
は
な
い
。
全
書
本
に
は
、
返
点
が
あ
る
。
文
字
に
小
異
は
あ
る
が
、
原
訓

 
に
よ
っ
て
訓
読
す
る
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
 
 
 
 
 
 
ア
ナ
ニ
ク
 
ヤ
モ
メ
ガ
ラ
ス
 
 
 
ヨ
ナ
く
ニ
 
 
 
 
 
 
 
ナ
サ
ケ
ナ
キ

 
 
 
誰
力
知
ン
三
三
ノ
病
鵠
 
ノ
、
夜
噛
半
人
ヲ
驚
ス
。
薄
媚

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヨ
ナ
カ
く
ニ

 
 
 
ウ
カ
レ
ト
リ
 
 
 
マ
ダ
ア
サ
ザ
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
，
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ

 
 
 
狂
難
ノ
、
三
 
更
 
二
暁
ヲ
唱
フ
。

 
と
あ
る
を
示
す
。

 
 
・
人
木
石
に
あ
ら
さ
れ
は
み
な
な
さ
け
あ
り
と
う
ち
す
し
て
ふ
し
給
へ
り

」

 
 
 
 
 
人
非
木
石
皆
有
情
不
如
不
遇
傾
城
色
舶
瓢

 
 
 
 
 
心
非
木
石
量
忘
深
恩
遊
仙
窟

 
文
集
と
併
記
す
る
。
全
書
本
に
は
、
例
に
よ
っ
て
返
点
が
あ
る
。
原
訓
に
よ
り

 
訓
読
す
る
と

 
 
 
ヒ
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド

 
 
 
心
木
石
二
非
ス
、
堂
深
恩
ヲ
忘
ン
ヤ
。

 
標
出
の
文
に
合
致
す
る
、
「
心
」
を
「
ヒ
ト
」
と
通
訓
す
る
が
、
真
福
寺
本
で

 
は
本
文
す
で
に
「
人
」
を
用
い
、
醍
醐
寺
本
は
そ
の
左
傍
に
「
人
」
を
注
記
し

 
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
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つ
み
行
成
卿
本

・
な
と
ね
た
ま
し
か
ほ
に
か
き
な
ら
し
給
と
の
給
に

 
 
 
 
 
 
モ
テ
 
ホ
ソ
ヤ
カ
ナ
ル
テ
ヲ
 
ヨ
リ
く
 
 
ツ
マ
ナ
ラ
ス
ホ
ソ
キ
ヲ
・

 
 
故
旧
将
二
繊
 
手
一
蒔
々
三
二
 
小
絃
一

 
 
 
ニ
 
タ
モ
 
 
 
 
 
タ
エ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ヲ
イ
九
バ
カ
リ
カ
ヲ
モ
シ
ロ
カ
ラ
ン

 
 
耳
．
闘
猶
気
絶
眼
二
見
節
黒
為
 
憐
 
 
 
遊
仙
窟

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
行
本

に
る
へ
き
こ
の
か
み
や
侍
へ
き
と
て
い
ら
ふ
る
こ
ゑ
中
将
の
お
も
と
～
か

い
ひ
し
な
震
り
ま
ろ
こ
そ
欝
ん
は
ふ
た
の
お
ち
な
れ
と

 
 
魏
．
ウ
翻
ホ
．
．
．
鰭
壁
溜
安
ら
三
景
力
膨
．
イ
ナ
．
．

 
 
 
ノ
イ
キ
サ
シ
バ
 
コ
ー
ノ
カ
ミ
ノ
如
シ
 
 
 
 
 
 
 
カ
 
 
 
 
ヲ
ト
イ
モ
ト
ナ
レ
ハ

 
 
気
調
 

如
レ
兄
 
崔
季
桂
之
小
妹
 
同

定
家
の
「
奥
入
」
以
来
の
伝
承
の
注
で
あ
り
、
再
説
し
な
い
。
」

〈
手
習
V

 
人
々
に
す
い
は
ん
な
と
や
う
の
物
く
は
せ
き
み
に
も
は
す
の
み
や
う
の
物
い

 
た
し
た
れ
は

 
 
 
レ
ン
シ
ノ
サ
カ
ツ
キ

水
飯
蓮
子
 
 
遊
仙
窟

こ
の
条
、
原
中
最
秘
抄
を
承
け
た
か
。

り
。
三
熱
抄
の
注
に
よ
6
べ
き
。

〈
夢
浮
橋
V
「

 
を
の
、
わ
た
り

ハ
ス
λ
ミ

「
繭
實
」
に
つ
い
て
は
、

 
 
 
ワ
タ
リ

 
 
 
 
 
 
ワ
タ
リ

、
小
野
径
此
処
遊
仙
窟

原
文
「
虚
聞
心
意
有
神
仙
之
窟
宅
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、

と
い
う
の
は
、
諸
本
の
通
訓
と
な
っ
て
い
る
。

既
述
の
と
お

「
此
ノ
ワ
タ
リ
ニ
」

源
氏
物
語
古
注
の
「
遊
仙
窟
」
訓
⇔

七

 
河
海
抄
に
お
い
て
、
出
る
べ
き
注
記
の
条
は
、
ほ
ぼ
出
つ
く
し
た
と
い
っ
て

よ
い
。
 
こ
こ
で
、
そ
れ
と
の
比
較
に
お
い
て
み
る
た
め
に
、
源
氏
物
語
古
註

（
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
本
）
を
鈍
い
、
で
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
成
立
事
情

は
詳
か
で
は
な
く
、
〈
若
紫
V
〈
末
摘
花
V
の
二
巻
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
。

〈
若
紫
〉

 
・
は
な
の
か
ほ

遊
仙
窟
云
山
容
 
嫡
螂
天
上
無
儒

萬
葉
云
百
嬌
無
濤
 
花
容
無
上

原
典
の
訓
に
あ
る
よ
う
に

 
 
 
ノ
ヵ
ホ
 
ト
ア
メ
ノ
ウ
ラ
ニ
シ
タ
ク
ヒ

 
 
華
容
嫡
鄭
。
天
上
無
レ
儒
。

 
 
 
カ
タ
チ
タ
ヲ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
 
 
 
 
ヘ
ニ
モ

醍
醐
寺
本
に
は
「
花
」
字
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
，
「
ハ
ナ
ノ
カ

ホ
、
カ
タ
チ
」
が
通
訓
で
あ
る
。
、

 
・
御
て
ひ
と
つ
あ
そ
ば
し
て
お
な
し
う
は
山
の
と
り
も
お
と
ろ
か
し
侍
ら
ん

 
 
と
せ
ち
に
き
こ
え
給
へ
は

 
 
 
 
遊
仙
窟
云
玄
鶴
傭
而
聴
琴
囎
塒
璽
日
響
訟
鯛
蜥
簸
三
門
轍
胴
鵜
期
三
隅
艘
加

 
 
 
 
賊
舗
簸
砒
師
羅
鰹
蛇
誕
緻
而
白
魚
躍
三
鷹
節
刷
瀞
細
魚
馳
畷
琴

訓
点
は
施
し
て
い
な
い
が
、
原
注
も
誤
脱
は
あ
り
な
が
ら
も
、
．
や
や
長
き
に
わ

た
っ
て
援
用
し
て
い
る
。
や
は
り
転
写
の
間
に
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
が
、
「
有
玄
鶴
ニ
ハ
南
方
未
」
の
如
き
全
く
解
し
得
ず
、
原
注
文
「
有
二
玄
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鶴
二
一
。
入
二
南
方
一
来
。
」
と
あ
る
を
見
れ
ば
、
よ
く
わ
か
る
。
そ
の
他
、
誤

写
・
誤
認
が
あ
り
、
伝
写
あ
る
い
は
翻
刻
の
問
に
生
じ
た
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
キ

 
援
用
の
原
本
文
は
、
「
玄
鶴
ハ
傭
シ
テ
而
琴
ヲ
聴
キ
。
白
魚
ハ
躍
テ
而
節
二

磨
ス
し
と
訓
読
せ
ら
れ
る
。

八
末
摘
花
〉

 
・
さ
く
は
ち
の
ふ
え

 
 
 
 
尺
八
 
一
書
楽
弓
云
尺
八
爲
三
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
ノ
レ
 
セ
 
ブ
エ

 
 
 
 
遊
佃
窟
云
十
娘
日
五
媛
詠
三
見
 
詠
尺
八

こ
の
と
こ
ろ
を
原
訓
に
し
た
が
う
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
ラ
バ

 
 
十
娘
力
日
。
五
三
箏
ヲ
詠
ス
。
見

文
選
読
「
尺
八
ノ
フ
エ
」
は
、
標
出
語
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

ノ
レ
」
と
訓
ず
る
は
、
真
福
寺
本
に
通
ず
る
。
他
本
は
、

と
あ
る
。
河
海
抄
の
条
に
既
述
。

 
・
い
た
う
ば
ち
ら
ひ
て
く
ち
お
ほ
ひ
し
た
ま
へ
る

 
 
 
 
 
 
 
 
シ
タ
エ
．
メ
ル
モ
ノ
カ
ラ
タ
ノ
シ
ク
 
ホ

 
 
 
 
遊
仙
窟
云
敏
咲
 
楡
残
暦
含
蓋

付
訓
が
、
か
な
り
不
整
で
、

 
 
 
 
 
ト
シ
タ
エ
メ
ル
モ
み
カ
ラ
ヵ
ク
セ
リ
 
ノ
エ
ク
ホ
ヲ

 
 
 
敏
咲
 
 

楡
二
残
替
一
。
含
董

 
 
 
 
ト
ホ
・
エ
メ
ル

 
 
 
 
 
ナ
カ
バ
ノ
 
 
ヲ

 
 
 
露
二
半
 
 
唇
一
。

 
 
 
ア
 
ス
 
心
耳
く
ノ

こ
れ
と
、
右
の
注
記
援
用
訓
と
を
比
べ
る
と
、

尺
八
ノ
ブ
エ
ヲ
詠
セ
ン
。

 
 
 
 
 
 
 
 
「
見
」
を
「
ヲ

 
 
 
 
 
 
「
ワ
レ
、
ワ
ラ
ハ
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
チ
シ
ラ
ヘ
ル
物
ア
ラ
ク
チ
ヲ
・
ヒ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
露
半
弓

通
じ
な
い
も
の
が
あ
る
。
原
訓
に
よ
る
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ト
ハ
チ
ラ
ヘ
ル
モ
ノ
カ
ラ

だ
い
た
い
の
正
し
い
訓
読
か

、

ら
、
誤
脱
に
い
た
る
過
程
が
想
怪
し
得
る
。
す
な
わ
ち
、
「
（
エ
ク
）
ホ
」
、

 
「
ハ
チ
シ
ラ
ヘ
ル
物
（
カ
ラ
）
」
、
「
ア
ラ
（
ハ
ス
）
」
な
ど
と
あ
る
べ
き
訓
の
省

-
脱
た
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
半
唇
」
に
「
ク
チ
ヲ
・
ヒ
」
と
あ
り
、
そ
の
ま
ま

，
標
出
文
を
う
け
て
の
回
訓
の
典
拠
を
示
し
て
い
る
が
、
原
訓
に
は
存
し
な
い
、

何
に
よ
っ
た
か
。

 
わ
ず
か
四
条
で
あ
る
が
、
」
「
さ
く
は
ち
の
ふ
え
」
の
標
出
を
除
い
て
、
他
は

既
述
の
注
に
は
見
え
な
い
。
し
か
毛
、
こ
の
尺
八
の
条
に
し
て
も
、
河
海
抄
の

説
明
の
き
わ
め
て
簡
短
な
の
に
比
べ
て
、
や
や
て
い
ね
い
で
あ
り
、
独
自
の
注

解
を
示
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
八

 
辞
書
と
い
う
形
を
採
っ
て
い
る
の
で
前
稿
に
も
述
べ
た
が
、
も
と
も
と
語

（
句
）
釈
の
部
を
抜
き
出
し
て
い
ろ
は
順
に
ま
と
め
た
の
が
仙
追
回
（
懸
沼

本
）
で
、
注
釈
の
性
格
を
有
ち
、
他
の
注
と
の
関
係
に
お
い
て
再
説
す
る
。
わ

ず
か
の
条
で
あ
る
が
、
物
語
の
巻
序
に
し
た
が
っ
て
掲
げ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
タ
ウ
マ
シ

 
 
え
た
ふ
ま
し
く
 
匹
豪
遊
仙
窟

紫
明
抄
・
河
海
抄
を
踏
ま
え
て
い
る
か
。
原
訓
な
ど
に
つ
い
て
は
す
で
に
述
べ

た
。
こ
の
摘
出
訓
か
ら
し
て
、
〈
三
三
V
か
ら
の
標
出
で
あ
ろ
ヶ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
メ
タ
ッ
 
 
 
 
 
 
マ
メ
タ
ツ

 
 
ま
め
た
ち
給
 
 
敏
色
 
遊
仙
窟
 
薮
眉
 
同
上

河
海
抄
は
．
「
ま
め
た
ち
」
で
標
出
し
て
い
る
が
、
 
「
給
」
ま
で
を
示
し
た
の

は
斗
紫
明
抄
に
通
ず
る
。
こ
の
訓
、
両
抄
の
項
に
既
述
。
〈
帯
木
〉
に
存
す
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る
。

い
ゑ
と
う
し

 
 
 
 
ハ
 
 
 
ニ

 
 
娘
子
 
既

イ
ヘ
ト
ウ
シ

主
人
公
 
遊
仙
窟

 
レ
 
イ
ヘ
ト
シ
 
 
 
 
 
 
バ

是
主
人
母
。
少
府

シ須

 レク

作
ニス

主1
人ノ

公モ
．'

 oト

 
イ
ヘ
ト
ウ
シ

「
主
人
女
」
の
語
言
は
紫
明
抄
に
通
ず
る
が
、
章
典
の
訓
読
を
援
用
し
て
い
る

の
は
本
抄
だ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
原
文
と
の
用
字
の
違
い
に
は
全
く

関
し
て
い
な
い
。
前
稿
「
塵
袋
」
に
も
見
え
る
。
こ
れ
も
、
〈
帯
木
〉
か
ら
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ヘ
ヤ
カ

 
 
さ
㌧
や
か
に
 
き
ぬ
の
お
と
な
ひ
ζ
ζ
戦
ぐ
也

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
狭
く
也
細
ζ
許
遊
仙
窟

標
出
語
は
、
紫
明
・
河
海
の
両
国
で
の
標
出
か
ら
考
え
て
、
〈
帯
木
V
の
用
例

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
≒
き
ぬ
の
お
と
な
ひ
」
を
示
す
源
氏
物
語
で
の
語
句
は
諸

元
に
倉
見
す
る
が
、
 
「
さ
～
や
か
」
の
注
を
併
せ
考
え
る
と
、
や
は
り
〈
帯

木
〉
の
も
の
と
い
え
る
。

 
四
条
の
標
出
が
、
三
例
ま
で
く
帯
木
V
に
偏
し
て
い
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、

仙
源
抄
と
し
て
は
、
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
だ
け
で
、
と
く
に
そ
の
理
由
を
考

え
る
べ
き
要
は
な
い
。

九

 
千
鳥
抄
（
続
類
従
本
）
は
、
，
そ
の
成
立
か
ら
い
っ
て
も
、
洵
海
燕
に
通
ず

る
も
の
が
、
遊
仙
窟
の
注
記
あ
る
標
出
語
の
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
は
う
な
ず

け
る
。
わ
ず
か
二
条
だ
け
が
、
河
海
抄
に
見
え
な
い
。

源
氏
物
語
古
注
の
「
遊
仙
窟
」
訓
⇔

〈
三
三
V

・
一
そ
ひ
ぶ
し

い
る
事
也
。

 
 
 
 
ム
ッ
マ
シ

遊
仙
堀
に
は
横
陳
と
書
。
元
服
の
夜
は
そ
ひ
ぶ
し
女
ま

弘
治
二
年
本
「
節
用
集
」
に
援
用
し
て
い
る
こ
と
は
前
稿
に
説
い
た
。

 
「
そ
ひ
ぶ
し
」
と
標
出
し
な
が
ら
、
「
ム
ツ
マ
シ
」
の
付
庸
を
示
し
て
い
る
。

原
文
に
．
「
未
善
言
懐
。
合
香
横
陳
。
何
曽
憾
意
。
」
と
あ
る
も
の
で
、

 
 
 
キ
ン

 
 
合
香
ト
ム
ツ
マ
シ
ク
横
陳
ト
ソ
ヒ
フ
シ
、
カ
ト
モ

と
文
選
読
に
通
訓
す
る
。
該
当
の
部
分
は
「
合
香
」
の
訓
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
「
ム
ツ
マ
シ
」
は
本
来
「
「
横
陳
」
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
ン
シ
ョ
ウ

 
・
一
ま
め
だ
ち
給
 
 
鍛
色
 
と
書
。
遊
仙
堀
に
あ
り
。

「
給
」
ま
で
あ
げ
て
い
る
の
は
、
二
面
抄
な
ど
に
同
じ
。
音
読
を
示
し
て
「
マ

メ
タ
ツ
」
の
付
訓
は
な
く
、
他
の
注
と
ち
が
っ
て
「
搬
眉
」
の
語
は
あ
げ
て
い

 
 
 
 
 
 
 
 
レ
ン
シ
ョ
ウ

な
い
。
原
訓
は
、
 
「
鍛
色
と
マ
メ
タ
チ
」
と
文
選
読
す
る
。

〈
若
紫
〉

 
一
つ
き
み
＼
し
う
、

標
出
語
の
音
便
形
は
、

〈
宋
摘
花
〉

 
一
さ
く
は
ち
の
ふ
え

 
 
に
あ
り
。

 
方
便
と
書
。
遊
二
二
に
あ
り
。

河
海
抄
に
通
ず
る
。
原
訓
な
ど
に
つ
い
て
は
既
述
。

一
尺
八
寸
の
笛
也
。
但
舌
四
寸
八
分
也
。
遊
仙
蠣

「
遊
仙
堀
に
あ
り
」
と
い
っ
た
の
は
、
こ
の
標
出
語
訓
を
指
し
た
だ
け
で
、
説
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明
文
と
億
関
係
は
な
い
。
既
述
。

〈
葵
〉

 
 
一
物
の
け
い
き
す
だ
ま
 
 
無
心
と
書
。
遊
仙
堀
に
魂
に
通
ず
る
を
云
と
云
々
。

 
 
た
と
へ
ば
生
霊
躰
の
三
三
。

 
「
窮
魂
」
は
、
「
窮
鬼
」
と
あ
る
べ
く
、
「
魂
」
に
通
ず
る
と
は
「
鬼
」
を
い

・
う
。
既
述
。
遊
仙
窟
を
述
べ
る
文
は
、
そ
の
原
注
に
つ
い
て
で
あ
る
、
す
で
に

重
出
す
る
。

〈
濯
奏
境
V

 
」
・
一
ふ
く
「
つ
け
や
 
 
欲
の
ふ
か
き
也
。
負
生
と
か
く
。
遊
仙
囎
に
有
。

既
述
の
古
注
に
は
、
て
の
条
に
遊
仙
窟
の
注
記
は
見
え
な
い
。

 
原
文
「
張
郎
太
貧
生
。
一
箭
射
両
環
。
」
と
あ
る
と
こ
ろ
の
「
七
生
」
に
つ

 
 
 
 
 
 
 
ム
サ
ボ
 
 
ヒ
ト

い
て
、
刊
本
に
「
貧
レ
ル
生
」
と
あ
る
は
、
字
に
即
し
た
新
し
い
訓
。
陽
明
文

庫
本
・
真
福
寺
本
は
、
と
も
に
「
フ
ク
ツ
ケ
キ
ヒ
ト
」
と
訓
じ
て
こ
の
注
に
通

ず
る
が
、
醍
醐
寺
本
は
「
ム
ク
ツ
ケ
キ
人
」
と
す
る
は
い
か
が
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
 
・
一
へ
に
面
子
の
か
ほ
っ
き
 
 
荏
蒋
。
遊
仙
堀
書
之
。
荏
。
舶
鋤
鍋
略

こ
の
訓
な
ど
に
つ
い
て
も
、
既
述
し
た
。

〈
被
柱
〉

 
 
一
う
た
か
た
人
を
忍
ば
ぎ
ら
め
や
 
 
泡
。
未
必
。
遊
仙
屈
に
よ
む
。

 
 
う
た
か
た
と
は
う
た
て
人
を
と
云
心
也
。

 
「
未
必
」
を
、
「
ウ
タ
カ
タ
、
ウ
ツ
タ
へ
」
と
通
訓
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

既
述
。

〈
梅
枝
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
下
し
ど
ろ
も
ど
ろ
 
 
不
合
不
調
と
書
。
遊
仙
堀
み
ゆ
。

既
述
の
古
注
に
は
、
'
こ
こ
の
注
記
は
な
い
。
遊
仙
窟
に
み
ゆ
と
い
う
が
、
こ
の

訓
、
こ
の
語
句
、
い
ず
れ
も
原
典
に
見
え
な
い
。
，

〈
若
菜
下
〉

 
一
ま
ど
ろ
む
 
睡
の
字
也
。
謡
囑
・
 
 
ぺ

 
一
人
の
御
涙
を
さ
へ
の
こ
ふ
袖
云
々
 
下
官
の
将
衣
袖
與
娘
子
拭
涙
。
雛
仙

二
条
つ
づ
い
て
出
て
い
る
。
と
も
に
、
既
述
。
「
下
官
の
」
は
、
原
文
「
下
官

乃
将
二
巴
」
の
「
乃
」
の
草
体
の
誤
写
に
も
と
つ
く
。

〈
橋
姫
〉

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ
ヘ
ヤ
カ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
一
き
㌧
や
か
に
を
し
ま
き
合
た
り
ち
細
々
許
と
書
。
遊
園
嘱
あ
り
。
ほ

 
 
そ
く
少
き
事
也
。

こ
の
訓
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
再
三
に
わ
た
っ
て
い
る
。

〈
夢
浮
橋
V

 
 
 
 
 
 
 
 
ワ
タ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
一
夢
の
わ
た
り
 
 
径
。
を
の
～
わ
た
り
と
云
也
。
又
云
。
遊
仙
翁
所
の

 
 
字
を
読
。

標
出
語
は
、
「
を
の
～
わ
た
り
」
と
あ
る
べ
く
、
，
原
文
「
塵
」
で
あ
る
こ
と

は
、
す
で
に
述
べ
た
。
 
 
亀
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一
〇

 
類
字
源
語
紗
（
続
類
従
本
）
も
、
語
（
句
）
釈
の
配
列
辞
書
と
い
う
こ
と
で
、

仙
源
抄
と
共
通
す
る
。
標
出
語
の
所
載
巻
名
を
明
記
す
る
と
こ
ろ
と
、
そ
う

で
な
い
と
こ
ろ
と
が
あ
る
。
各
条
は
、
い
ろ
は
順
で
あ
る
が
、
他
抄
と
の
比

較
上
、
確
認
ま
た
は
推
定
に
よ
っ
て
、
物
語
の
巻
序
に
し
た
が
っ
て
解
説
す

る
。
．

〈
桐
壼
〉

 
え
た
う
ま
じ
く

 
 
 
鴎
ウ
．
呼
聴

す
で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
、
明
ら
か
で
あ
る
。

〈
帯
木
V

 
・
ま
め
だ
ち

 
 
 
毅
。
「
惣
畷
彫
」
。
二
目
。
同
。
塗
立
。
丁
零
マ
コ
ト
シ
キ
心
。

「
毅
」
は
「
鍛
色
」
で
あ
り
、
「
綴
目
」
は
「
新
子
」
た
る
べ
き
と
こ
ろ
。
既

述
。 

・
い
ゑ
と
う
じ

 
 
 
主
人
女
。
號

付
訓
は
示
し
て
い
な
い
。
こ
の
原
典
お
よ
び
用
字
に
つ
い
て
も
、
す
で
に
説
い

た
。

源
氏
物
語
古
注
の
「
遊
仙
窟
」
訓
 
⇔

 
・
わ
う
も
の
．

 
 
 
虚
俗
。
遊
仙
窟
。

紫
明
抄
の
項
に
述
べ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
〈
帯
木
V
の
巻
と
認
め
ら
れ
る
。

「
虚
俗
」
が
、
遊
仙
窟
で
は
そ
の
ま
ま
の
文
字
で
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
「
キ
ヨ

シ
ヨ
ク
ノ
ワ
ロ
モ
ノ
」
と
文
選
読
と
す
る
。

 
・
さ
㌧
や
か

 
 
 
少
々
。
狭
々
。
細
々
許
。
”
。
、
轍
働
彫
触
ホ
ソ
ク
チ
イ
サ
キ
心
。

諸
文
献
に
、
し
ば
し
ば
見
え
る
語
訓
。
諸
抄
に
も
共
通
す
る
が
、
解
説
の
文
は
、

そ
れ
ぞ
れ
少
異
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

〈
夕
顔
V

 
・
な
り
は
ひ

 
 
 
農
。
脚
腐
民
業
。
網
昧
家
業
。
謎
触

原
訓
「
家
業
ノ
ナ
リ
ハ
ヒ
論
滑
ト
ミ
タ
レ
ヌ
、
マ
ミ
レ
タ
リ
」
と
あ
り
、
こ
の

，
文
選
読
「
ナ
リ
ハ
ヒ
」
が
通
訓
。
醍
醐
寺
本
に
は
こ
の
訓
な
し
。
仙
源
抄
は
、

同
じ
標
出
語
は
あ
る
が
、
「
稔
也
又
農
也
」
と
説
く
だ
け
で
、
出
典
の
注
記
は

な
い
。

 
 
今
年
こ
そ
な
り
は
ひ
に
も
頼
む
所
少
な
く
．
田
舎
の
通
ひ
も
思
ひ
か
け
ね

 
 
ば
、
い
と
心
細
け
れ
。
 
（
夕
顔
〉

か
ら
摘
出
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

 
・
け
い
め
い

（153）



 
 
 
ケ
イ
メ
イ

 
 
 
婁
娯
。
麗
噛
経
営
。
夕
韓
 
敬
命
。
ウ
ヤ
マ
イ
シ
タ
ガ
・
フ
心
也
。

巻
名
馬
明
記
し
て
い
る
。
原
訓
「
婁
娯
ト
ハ
チ
シ
ラ
テ
」
が
通
訓
。
既
述
コ

〈
若
紫
V

 
 
つ
ゴ
ら
を
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ニ

 
 
 
九
折
。
盤
折
。
文
集
。
山
下
望
山
上
。
初
回
不
可
撃
。
誰
知
中
有
路
。

 
 
 
二
折
通
巌
嶺
。
遊
仙
窟
。
盤
龍
ト
ワ
ダ
カ
マ
ル
。
若
紫
北
山
事
。
，

．
仙
源
抄
に
は
、
同
じ
標
出
語
「
つ
㌧
ら
お
り
」
は
あ
る
が
、
そ
の
注
は

 
 
 
ツ
ヘ
ラ
ヲ
リ
 
 
ツ
 
ラ
ヲ
リ

 
 
 
九
折
 
 
盤
折
 
文
集

と
だ
け
あ
っ
て
、
右
の
初
め
の
二
語
に
通
ず
る
が
、
回
訓
は
あ
る
。
「
函
折
」

に
つ
い
て
は
、
前
稿
「
塔
焼
酒
」
で
述
べ
た
。
 
「
九
折
」
と
と
も
に
、
原
典
に

そ
の
語
は
な
い
。

 
こ
の
説
で
、
標
出
訓
「
つ
ゴ
ら
を
り
」
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
遊
仙
窟
に
つ

い
て
は
「
盤
龍
」
を
あ
げ
た
の
は
、
そ
の
意
に
関
す
る
た
め
か
。
た
だ
し
、
こ
、

れ
も
原
典
に
は

 
 
 
 
ス
 
 
ヌ
ト
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
 
 
 
 
 
 
ト

 
 
 
欲
レ
三
二
幡
 
龍
 
娩
 
韓
。
 
野
 
鵠
 
低
 
昂
一
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ミ
ツ
ク
ロ
イ
シ
 
 
 
 
 
 
 
フ
シ
ア
ヲ
ノ
ク
ニ
．

と
あ
り
、
「
蝿
龍
ノ
腕
尊
ト
ミ
ツ
ク
ロ
イ
シ
」
と
訓
ず
る
と
こ
ろ
、
醍
醐
寺
本

 
 
 
 
 
 
 
ハ
ム

だ
け
が
こ
れ
を
「
蠕
龍
と
ワ
タ
カ
マ
ル
」
と
文
選
読
す
る
。
原
典
、
別
の
と
こ

ろ
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
ッ
ワ
タ
カ
マ
レ
リ

 
 
 
裕
前
塵
散
。
龍
盤
。

と
あ
り
、
 
「
盤
」
に
「
ワ
タ
カ
マ
ル
」
と
い
う
の
が
通
訓
の
よ
う
で
あ
る
。
醍

醐
寺
本
に
は
、
こ
の
「
盤
」
の
と
こ
ろ
が
「
蝿
レ
リ
」
と
な
っ
て
い
る
。

 
要
す
る
に
、
本
抄
に
説
い
た
よ
う
な
、
「
盤
龍
ト
ワ
ダ
カ
マ
ル
」
と
い
う
、

そ
の
ま
ま
の
語
訓
は
、
原
典
に
は
存
し
な
い
。

〈
葵
V

 
 
い
き
す
だ
ま

遊
仙
窟
云
。
窮
鬼
故
浜
人
。
注
云
。
範
豊
麗
通
云
々
。

霊
也
。
私
云
。
生
霊
也
。
島
島

葵
巻
。
御
息
所

仙
源
抄
に
は
、
こ
の
語
は
標
出
せ
ら
れ
な
い
。
紫
明
抄
の
項
に
既
述
。
そ
の
注

と
通
ず
る
が
、
原
注
と
も
、
「
暁
」
は
「
魂
」
に
作
る
。
た
だ
、
「
葵
巻
。
御

息
所
霊
也
。
」
と
加
え
、
私
説
と
し
て
、
「
イ
キ
ス
ダ
マ
」
は
「
生
霊
也
」
と

説
い
て
い
る
。

〈
常
夏
V

 
 
む
く
つ
け

貧
。
・
遊
仙
窟
ヲ
ソ
ロ
シ
ト
云
詞
也
。

仙
源
抄
は
、
「
む
く
つ
け
し
」
と
標
出
し
、
典
拠
の
注
記
は
な
い
が
、

 
 
ム
ク
ツ
ケ
シ
 
ム
ク
ツ
ケ
シ

 
 
 
蚕
也
 
又
貧
也
 
愚
案
此
注
な
を
心
ゆ
か
す
や

と
案
じ
て
い
る
。
「
貧
生
」
の
訓
に
つ
い
て
は
、

は
、
「
貧
」
に
つ
い
て
は
別
に

 
 
 
 
 
 
ナ
リ
 
ヒ
ト
ヘ
ム
サ
ボ
ル
コ
ト
 
 
シ

 
 
 
下
 
官
 
為
レ
性
 
貧
 
 
 
多
。

さ
き
に
説
い
た
が
、
原
典
で

（ i54 ）

、



ノ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
隔

が
あ
り
、
真
福
寺
本
「
フ
ク
ツ
ケ
イ
こ
と
」
と
訓
じ
、
陽
明
文
庫
本
「
フ
ク
ツ

ケ
ナ
キ
コ
ト
」
と
す
る
。
醍
醐
寺
本
は
「
ム
パ
サ
ホ
）
り
」
と
あ
り
、
「
此
注

な
を
心
ゆ
か
」
ぬ
こ
と
は
、
案
せ
ら
れ
る
。

 
 
な
ご
や
か

 
 
 
透
遙
。
蹴
瓢
私
云
。
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
穏
ナ
ル
心
也
。
古
万
寄
。
ア
ツ
ブ
ス

 
 
 
マ
ナ
ゴ
ヤ
カ
ニ
シ
テ
ネ
タ
レ
ド
モ
君
ト
シ
ネ
・
バ
ハ
ダ
エ
寒
シ
モ
。

こ
の
標
出
語
は
、
源
氏
物
語
に
例
多
く
し
て
、
ど
こ
の
と
は
断
定
す
三
三
も

な
い
。
仙
源
抄
は
、
標
出
語
は
同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
語
訓
と
し
て
「
嫡
郷
又

柔
也
」
と
説
く
。
 
 
．
．
 
 
 
．
 
 
、

 
原
典
に
「
蓬
遙
」
の
語
は
…
数
例
あ
る
が
、
諸
本
を
通
じ
て
、
 
「
タ
ヲ
ヤ
カ
、

ナ
コ
．
ヤ
カ
、
シ
タ
ラ
カ
」
の
諸
訓
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三

三
稿
と
は
、
本
誌
第
一
〇
・
一
一
号
を
さ
す
こ
と
、
前
号
の
注
記
に
示
す
と
お
り
で
あ

り
、
な
お
、
そ
の
前
号
注
記
に
「
前
項
」
と
し
た
の
は
「
前
回
」
の
誤
り
で
あ
る
。

ひ

／

／

く155〕

驚

1
こ
の
稿
つ
づ
く
昭
五
二
・
九
・
一
八
稿
1

、

源
氏
物
語
古
注
の
「
遊
仙
窟
」
訓
ω


